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バ トラーにおける「自然」と良心の問題
――スタージャン論文に関連して一―
















































に従うの意ではなくて,あくまでもそれらの「質と種類における」(in nature andin kind)違いに
即すこととされる説明で代えられているにすぎない。バ トラーはこれを,自愛のいわゆる「個々の
情緒」(particular passions,appetities and affections)に対する優位性で,つまりある日前の衝
動の満足のために身を亡ばすに至る例で説明し,これは明らかに人間の本性に照らして不均衡 (dis―
proportion)であるとしている。バ トラーによれば,このような,行為者の本性と行為との不均衡が


























































































権威化する良心J(Conscience as Self Authorizing)と題している。ミラー (Alan Millar)の見
方は独特だが,この限りでは彼らとそれ程大きな違いはないであろう(11ち
われわれは彼らのバ トラー観に完全に同調するものではないが,バトラーの良心の基本に関する


































































横 山 兼 作
行為者自身に既に正邪,善悪識別の能力の存することが前提されているのを見る。
「われわれの悪徳と罰の知覚は行為者の本性や能力と行為との比較から生じ,またその結






































おけるJ(in iぜs due degree)自愛のことがあり,良心と一致するごとき自愛は全く冷静で理性的
(cool reasOnable self love)「真の自愛J(true self love)と言われるもののみであった。しかも,
ペネラムも注意するように(10,徳と完全に一致するのは厳密に言えば来世においてであって,この
















































と努力するこの情は,「自然の構成がわれわれの従うべきコース (the course we should follow),
われわれの目ざすべき目的 (the end we shOuld aim at)として設計 (mark out)してくれたも
の」(S.6.10)とか,このような情が「如何なる人生の歩みをなすようにわれわれが作られている

























































































横 山 兼 作
ことは最も厳密な意味で真実であり,無条件的にそうであると見ることが出来るけれども,
ただ,理性がそのガイドとして,あるいは指導者として加わらなければならない。それ自身


















































の全構成が明白にそれに適合 (adapt)すべく作られていること, このことは敬けん (piety)と徳へ
の第一の義務である。」(S,1.2)これは,そこでは「完全に」(wholly)経験主義的探究のはずで




































































「良心,道徳的理性,モラル・センス,聖なる理性 (divine reason)と呼ばれよう ,ま
た,理性の感情 (sentiment of the understanding)あるいは心情の知覚 (a perception of
the heart)または,多分これが正しいであろうが,その両方を含んだものと,考えられよう


















普通の世間における大多数の人々 (the bulk Of mankind)」とし,理性的考察が時に事をゆがめて























(2)J Bulleri Fifteen Sermons Preface 6 7
(3)cf George Watson; Butler (The Engish h/1ind 1964. Cambridge, p 107ff)TA Roberts; Editor's
lntroductiOn tO Fifteen Sermons(SPC.K.)
(4)H Sidgwick,Methods of Ethics 7th ed p 378
(5)SturgeOn;"Nature and Conscience in Buder's Ethics“(The PhilosOphical Review LXXX,v s July,1976)
(6) Sidgwick,Op cit p. 366
(7)T H IvlcphersOn;"The Development of Bishop Buder's Ethics(1)“(Philosop y,v01 xx?,No 87,1948)
(8)Penelhum;Bu■er 1985(Routiedge&Kegan Paul)Darwall"ConSCience as Self―Authorizing“(in the





10 Milla弓"Following Nature“(The PhilosOphical Quartery Vo1 38,No 151 1988)
121 DarwaH;op cit p 233.
131 Penelhumi op cit p.67ff
10 Darwaniop Cit p 219f
10 以下,A Dissertation of the Nature of VirtueをDと略。ナンバーはRoberts版による。
10以下,Analogy of ReligionをAと略。ナンバーはGladstone,仮による。
10 拙稿「シジウィクの自愛とJ.バトラーJ
l181  Penelhunl,Op cit p 75
(10 h/1iHari Op cit p 180,
90 David Hume;Treatise of Human Nature Bk Hl part II sect i









1281 Humq op.cit.Bk.III,Part I.s∝t.五.
